
令和５年９月吉日 第 46 号茶 屋 新 田 組 合 だ よ り

茶
屋
新
田
組
合
だ
よ
り

発 行

名古屋市茶屋新田

土地区画整理組合

組
合
長
あ
い
さ
つ

名
古
屋
市
茶
屋
新
田
土
地
区
画
整
理
組
合

組
合
長

山

田

都

照

秋
晴
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
組
合
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
五
月
二
十
八
日
に
は
、
総
代
の
任
期
が

六
月
五
日
に
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
総
代

を
選
出
す
る
た
め
、
総
代
選
挙
を
開
催
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
九
日
に
は
第
四
十
一
回
総
代
会
を
開
催
し
、

「
令
和
四
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
及
び
財
産

目
録
に
つ
い
て
」
、
「
第
八
回
事
業
計
画
変
更
に
つ
い

て
」
、
「
第
八
回
事
業
計
画
変
更
に
伴
う
仮
換
地
の
指

定
及
び
保
留
地
の
変
更
に
つ
い
て
」
の
三
議
案
に
つ
い

て
ご
審
議
賜
り
ま
し
た
。
本
号
で
は
総
代
選
挙
及
び
総

代
会
の
様
子
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

第
八
回
事
業
計
画
変
更
で
は
、
戸
田
荒
子
線
に
お
け

る
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
、
以
前
よ
り
地
域
の
方
や
総

代
会
で
も
要
望
が
出
て
お
り
、
組
合
と
し
て
も
実
現
す

べ
き
事
項
と
し
て
警
察
と
の
交
差
点
形
状
の
協
議
や
、

国
か
ら
の
補
助
金
交
付
の
協
議
が
概
ね
整
っ
た
こ
と
か

ら
、
議
案
と
し
て
上
程
さ
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
々
役
員
一
同
、
一
刻
も
早
い
事
業
の
完
了
に
向
け

て
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
組
合

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
一
層
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
四
十
一
回
総
代
会
要
旨

◆
日

時

令
和
五
年
七
月
二
十
九
日
（
土
）

十
時
十
五
分
～
十
一
時
五
十
五
分

◆
場

所

名
古
屋
市
南
陽
交
流
プ
ラ
ザ

大
会
議
室

◆
出
席
者

総
代
六
十
名
中
五
十
三
名

（
書
面
表
決
者
二
名
含
む
）

第
一
号
議
案

令
和
四
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
及
び
財
産

目
録
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

第
八
回
事
業
計
画
変
更
に
つ
い
て

◇
事
業
報
告
（
概
要
）

会
議
に
つ
い
て
は
、
役
員
の
選
出
の
た
め
の
総
会
の
開

催
を
は
じ
め
、
総
代
会
を
四
回
、
役
員
会
を
十
五
回
及
び
各

係
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
工
事
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
度

か
ら
の
繰
越
を
含
め
三
十
七
件
の
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

補
償
に
つ
い
て
は
、
道
路
築
造
に
支
障
と
な
っ
た
工
作
物
等

の
移
転
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
設
計
に
つ
い
て
は
、

工
事
完
了
に
近
づ
き
出
来
形
確
認
測
量
等
の
測
量
業
務
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

裏
面
に
続
く

変更箇所図

◇
事
業
計
画
変
更
（
概
要
）

戸
田
荒
子
線
に
お
け
る
信
号
機
設
置
に
伴
う
区

画
道
路
の
幅
員
変
更
を
行
い
ま
す(

①)

。
ま
た
、
将

来
管
理
者
へ
の
引
継
ぎ
に
向
け
た
公
共
施
設
の
区
域

整
理
と
し
て
、
万
場
藤
前
線
に
設
置
し
た
側
溝
に
合

わ
せ
た
官
民
境
界
に
変
更
す
る
た
め
、
区
画
道
路
の

新
設
を
行
い(

②
❘
１)

、
南
陽
高
校
北
側
に
つ
い
て

は
、
現
地
の
実
態
に
合
わ
せ
、
区
画
道
路
か
ら
河
川

用
地
へ
変
更
し
ま
す(

②
❘
２)

。
こ
の
二
箇
所
の
変

更
で
は
、
現
地
に
お
い
て
新
た
な
工
事
等
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
地
積
の
変
更
は
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
資
金
計
画
は
、
戸
田
荒
子
線
に
お
け
る
信

号
機
設
置
に
伴
い
、
補
助
金
や
工
事
費
等
を
変
更
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
も
、
事
業

の
進
捗
に
合
わ
せ
た
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【収入の部】 【支出の部】

【資金計画変更（概要）】

（単位：千円） （単位：千円）

区  分 第7回（前回） 第８回（今回） 差引増△減 区  分 第7回（前回） 第８回（今回） 差引増△減

補 助 金 5,242,093 5,503,093 261,000 築 造 費 12,839,657 12,999,755 160,098

8,398,825 △ 77,005

4,340,112 4,340,112 0

助 成 金 5,223,654 5,234,026 10,372 移 転 ・ 移 設 費 8,475,830

保 留 地 処 分 金 27,618,230 27,684,438 66,208 負 担 金

そ の 他 340,223 340,843 620 整 地 費 2,630,487 7,005

38,424,200 38,762,400 338,200 工 事 雑 費 3,243,948 3,185,384 △ 58,564

2,623,482

5,067,798 288,364

事 務 費 等 2,121,737 2,140,039 18,302

調 査 設 計 費 4,779,434

38,762,400 338,200合　計 38,424,200

合 計

【収入の部】 【支出の部】

差引残金 （次年度繰越金）

※収入、支出ともに各科目で千円未満の四捨五入を実施している。

219,401

0

― ―

仮 清 算 交 付 金 10,000 8,285 1,715

金2,022,731千円 合　計 2,201,000 1,048,477 1,152,523

支 出 金1,048,477千円 予 備 費 219,401 0

収 入 金3,071,208千円 雑 支 出 費 4,599 4,599

― ―

合　計 3,167,000 3,071,208 △ 95,792 借 入 金 利 子 ―

―前 年 度 繰 越 金 2,370,000 2,491,347 121,347 借 入 金 償 還 金

― ― ―

借 入 金 ― ― ― 調 査 設 計 費 465,700 239,107 226,593

仮 清 算 徴 収 金 ― ― ― 負 担 金

1,092,000 583,523 508,477

雑 収 入 2,390 3,084 694 補 償 費 302,000 116,577 185,423

保 留 地 処 分 金 600,000 464,062 △ 135,938 工 事 費

500 315 185

助 成 金 194,610 112,714 △ 81,896 事 務 所 費 106,800 96,071 10,729

補 助 金 ― ― ― 会 議 費

【令和４年度　収支決算書（概要）】

科 目 予算額 決算額 差引増△減 科 目 予算額 決算額 予算残額
（単位：千円） （単位：千円）



総代選挙の様子

総代会の様子

第 46 号令和５年９月吉日

⁺

総
代
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
総
代
選
挙
を
五
月

二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
組
合
事
務
所
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

選
挙
当
日
に
、
投
票
さ
れ
た
五
四
八
票
す
べ
て

の
投
票
用
紙
を
開
票
し
、
当
選
者
六
十
名
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

総
代

六
十
名
（
令
和
五
年
六
月
六
日
就
任
）

・
安
達
直
子

・
岩
田
隆
喜

・
小
川

登

・
加
藤
拝
啓

・
神
尾
好
光

・
河
津
大
器

・
河
村
和
徳

・
河
村
国
夫

・
久
野
晃
裕

・
久
野
恒
人

・
久
野
真
澄

・
熊
沢

勲

・
熊
澤
政
巳

・
近
藤
松
一

・
酒
井
和
行

・
酒
井
幸
夫

・
下
里
康
寿

・

股

一

・
鈴
木
十
九
三
・
鈴
木
幹
根

・
鈴
木
光
男

・
髙
羽

悟

・
竹
河
伊
知
郎
・
竹
河
光
雄

・
武
田
榮
一

・
武
田
靜
子

・
武
田
高
則

・
戸
谷
秀
秋

・
成
田
敏
明

・
布
目
勝
久

・
布
目
弘
之

・
布
目
雅
尚

・
橋
本
定
治

・
橋
本
道
雄

・
坂
野
克
也

・
坂
野
公
壽

・
坂
野
治
一

・
坂
野
常
雄

・
坂
野
利
正

・
坂
野
直
実

・
坂
野
道
雄

・
坂
野
美
登
里

・
坂
野

豊

・
坂
野
吉
輝

・
山
田

明

・
山
田

榮

・
山
田

智

・
山
田
英
喜

・
山
田
雅
隆

・
山
田
真
澄

・
山
本
克
已

・
横
井
正
之

・
横
井
幸
夫

・
𠮷

田

茂

・
吉
田
保
行

・
若
松
義
春

・
渡
辺
謙
二

・
渡
邉
隆
俊

・
渡
邊
敏
明

・
渡
邉
弘
道

総
代
選
挙
報
告

(

総
代
改
選)

茶 屋 新 田 組 合 だ よ り

第
三
号
議
案

第
八
回
事
業
計
画
変
更
に
伴
う
仮
換
地
の

指
定
及
び
保
留
地
の
位
置
の
変
更
に
つ
い
て

主
な
質
疑
応
答
及
び
意
見

（
要
旨
）

◇

（
そ
の
他
連
絡
事
項
）

総
代
会
終
了
後
に
、
組
合
よ
り
総
代
の
皆
さ
ま
に

仮
清
算
の
実
施
に
向
け
た
説
明
会
に
つ
い
て
の
連
絡

を
し
ま
し
た
。

総
代
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
会
は
十
一
月
頃
を
予

定
し
て
お
り
、
そ
の
後
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
も
順
次

仮
清
算
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◇
変
更
内
容

第
二
号
議
案
で
上
程
し
た
第
八
回
事
業
計
画
変

更
の
う
ち
、
戸
田
荒
子
線
に
お
け
る
信
号
機
設
置
に

よ
り
、
南
側
の
区
画
道
路
が
拡
幅
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
道
路
が
拡
幅
さ
れ
る
東
側
箇
所
の
仮
換
地
の

指
定
変
更
を
行
う
と
と
も
に
、
隣
接
す
る
東
側
保
留

地
の
縮
小
を
行
う
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
変
更
の
効
力
が
発
生
す
る
の
は
、
第

八
回
事
業
計
画
変
更
が
名
古
屋
市
か
ら
認
可
さ
れ
た

後
と
な
り
ま
す
。

■
な
ぜ
万
場
藤
前
線
の
地
区
外
を
組
合
で
整
備
し
た

の
か
、
施
行
地
区
内
だ
け
を
組
合
は
整
備
す
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

□
万
場
藤
前
線
と
区
画
整
理
区
域
内
で
は
か
な
り
の

高
低
差
が
あ
り
、
高
低
差
を
早
く
解
消
し
て
、
東

茶
屋
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
の
考
え
が
基
本
に
あ
っ
た
と
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
万
場
藤
前
線
の
当
該
区
間
の
整
備
費
用
を
教
え
て

ほ
し
い
。

□
概
算
で
す
が
、
約
五
千
万
円
を
支
出
し
て
お
り
ま

す
。

第
三
号
議
案

質
疑
応
答
な
し
。

以
上
、
三
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
き
、
い
ず
れ
の

議
案
も
賛
成
多
数
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

万
場
藤
前
線
変
更
箇
所
模
式
図

□
施
行
地
区
界
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

変
更
後
は
施
行

地
区
界
か
ら
約

二
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
控
え
た
位

置
が
官
民
境
界

に
な
り
ま
す
。

施
行
地
区
界
に

沿
っ
て
、
事
業

区
域
内
の
中
に

道
路
を
新
設
す

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

第
一
号
議
案

■
工
事
費
と
補
償
費
（
建
物
等
移
転
費
）
の
予
算
に

対
す
る
決
算
の
執
行
率
が
低
い
。
令
和
五
年
度
に

工
事
が
完
了
で
き
る
の
か
。
理
由
と
対
策
を
聞
き

き
た
い
。

□
令
和
四
年
度
の
予
算
を
作
成
す
る
際
に
、
費
用
に

余
裕
を
持
っ
て
計
上
す
る
こ
と
で
、
工
事
等
の
完

了
を
令
和
五
年
度
に
繰
越
す
場
合
を
含
め
、
継
続

し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
予
算
編
成
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
二
号
議
案

■
戸
田
荒
子
線
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
人
の
生
活
が
南
北
で
分
断
さ
れ
多
く
の
人
の
間

で
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
と
署
名
を
集
め
町
内
会

や
組
合
に
お
願
い
し
て
き
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

こ
の
信
号
機
設
置
に
よ
り
事
業
費
が
必
要
と
な
っ

て
し
ま
う
が
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
皆
さ
ん
の
生

活
が
向
上
す
る
よ
う
、
是
非
、
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
（
意
見
の
み
）

■
万
場
藤
前
線
の
と
こ
ろ
は
、
変
更
前
と
変
更
後
で

施
行
地
区
界
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
。

事業区域外   事業区域内

事業計画変更後の

官民境界
万場藤前線

歩 道 民 地(仮換地)

地区界
（変更なし）

区画道路(今回新設)

側 溝

最大2cm


